南谷地区意見交換概要

　日時　平成24年6月28日　19：30～
　場所　南谷公民館

　出席　43人
問　アートハウスは中途半端なものなら必要ないのではないか。

答　現在、建設の是非を含めて意見を伺っている。ただ、小矢部市には芸術、文化の施設がないというのも事実で、核となる施設をというのが建設検討委員会の報告。

問　アートハウスというと金沢の21世紀美術館をイメージするが、子ども連れなどファミリーが集える場所で、新たな美術館の有り方として共感できる。

答　提言では、センター機能をもたせ、市民の絵画等の作品を常設的に展示する施設を建設してはとの報告である。

問　アートハウスの建設にはどのくらいの費用がかかるのか。また、市民の中には、展示する絵画等を寄付してくれる人も居るのではないか。

答　建設費については、報告書では上限2億5千万円という金額が示されているが、具体的にはこれからの話。維持管理費は、空調や照明設備等を一定水準までとし、相当抑制できる。絵画等のご寄付についてはもちろんお受けするが、高度な収蔵庫は持たないので、保管の問題がある。

問　建設場所としてクロスランド内が示されたが、現在、何人くらい来場しているのか。参考に道の駅も知りたい。

答　クロスランドは年間40万人ほど。ここに建設する場合は土地取得の必要はない。道の駅は年間50万人くらい。

問　婚活支援はどのような取り組みをするのか。

答　先日、縁結びさんを委嘱した。いわゆる仲人さんという形で仲を取り持ってもらう。

問　せっかくクロスランドに恋人の聖地があるので、例えば毎週日曜日に独身の男女は無料で上がれるなどの活用をしてはどうか。

答　クロスランドタワー展望室の活用については、1フロアーを2時間2万円で貸し出すといった取り組みをしている。火は使えないが、弁当やオードブルなどで、パーティーなどに利用できる。

問　合コンは、男性は集まるけど女性が集まらないとか。

答　女性一人では参加しにくいということで、男女とも2人組で参加するという仕掛けもある。いわゆる「まち婚」では2人組で行動し、登録されたお店へ行くと出会いの場があるというもの。

問　婚活支援で成婚したとして、小矢部市に住むという保証はあるのか。

答　保証はない。そこは定住促進の分野になるので、住宅助成や子育て支援などをアピールしていく。

問　冬場の中学生について、岩尾滝校下の子どもたちは定期券をもらっており、安楽寺、道坪野、峯坪野の子どもたちに冬場だけでももらえるよう検討してほしい。

答　全市的に考えないといけない。バスの台数や財政的問題もあるので検討したい。

問　1％事業は今後も継続されるのか。

答　任期中は続ける。

問　石動小学校への通学路から少し離れたところに農業用水があり、前に子どもが落ちる事故があった。道路の整備をお願いしたい。

答　県道の浅地小矢部線の拡幅に合わせて検討したい。

問　国道471号が暗い。暗いため獣が多く出没し、イメージも悪い。照明を改善してほしい。

答　基本的には街灯はカーブなどが設置対象箇所である。ただ、鳥獣等が出没する要因になっているとのことなので、この点で要望していく。

問　一人暮らしの人に対して保健師が年1回訪問しているが、最低でも年3、4回廻って継続的に指導してほしい。

答　一人暮しの巡回見守りは確かに年1回では足りないと思うので、委託業務でセンサーにより確認する方法や人員を増やす方法などプロジェクトチームで対応を検討している。

問　全国的に孤独死が問題となっており、一度市役所で高齢者家庭を教えほしい旨相談したが叶わなかった。社協なり民生委員には教えてもいいのではないか。

答　法的には、個人情報の問題がある。国の仕組みそのものを変えていかなければならない。

問　県道324号の改良を早急にお願いしたい。災害が起きたときの国道471号の代替としても重要。

答　道路整備等については、財源的に新幹線工事の影響がある。新幹線の工事が終われば前に進むと考える。ただ、災害時等の代替道路をつくるという事は非常に大事な事なので強く要望していく。

問　現在人口一人当たり40万円の借金ということだが、人口が減少していく今後の市の財政状況について教えてほしい。また、インフラの老朽化への対応はどのように考えているのか。

答　財政状況について、当面の10年くらいはあまり心配ない。将来的に生産人口が減り、税収が減ることはおそらく止めようがない。歳入の中で交付金等を増やしていくしか道はない。

老朽化したインフラの整備は、生活に必要なものは、他の事業を削ってでも実施しなければならない。

問　ふれあい施設は、風呂が一つしかない。男女それぞれ使用できるように整備してほしい。台所も整備をお願いしたい。

答　振興会を通じて要望していただきたい。

問　震災がれきの問題について、小矢部市には焼却場はないが峯坪野の処分場に持ってくるのはいつ頃からか。

答　震災ガレキの受け入れについては、そもそも今の処分場で受け入れが可能なのか調査が必要。結果によっては受け入れできない場合もある。

問　学校跡地をもっと楽に利用できるようにしてほしい。

答　状況を調べる。

問　南谷公民館近くのロータリーの草は、５年ほど前までは刈られていたが、今はぜんぜん刈ってない。市の管轄なのか。

答　国の管轄。道路特定財源を一般財源化したときに維持管理費が削られたと考えられる。現時点では強く要望していくしかないが、他地区では1％事業を活用して対応しているところもある。

問　国道471号を熊や猪が通る。センサー等を設置するなどして出没を防げないか。

答　鳥獣対策委員会で相談する。

